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図 1.(a)水 , xo=0.025cm,二(b)水,xo=0･016cm,(C)グ リセ リン52%水沼
紙 , XQ=0.078cm.

(ii)ホップ分岐､周期倍分岐､ (不
リニック分岐がみ られた｡図2
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虹 = - αql+(β+AE)pl+BMq2+ i,.,dt

控 ニ ー αp2- (〟.AE)q2-Bnp･･

由 1= - αq2+ (β+AE)p2-BMql,dt
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ここで E- (p亨+q子+p写+q写)/2､M =plq2-P?qlで あ り､A.,Bはa/･1の み
に よって決 る定数､ αは減衰率 ､ βは Tr の 関数 で定数であ る｡実 験 における
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